
ドライブは計画的に！ドライブは計画的に！

しっかりチェック！しっかりチェック！

もしもの時のために車に常備しておきましょう！もしもの時のために車に常備しておきましょう！

●できるだけ明るい内に目的地に到着するよう余裕を持った予定を立て、予定到着時

刻や予定ルートを家族や訪問先にあらかじめ知らせておきましょう。

●目的地までの天気・道路状況をテレビ･ラジオ･新聞･インターネット･携帯電話など

で確認しましょう。

●大雪や地吹雪視界が悪く、運転が困難だと思う時は、出発時間の変更や公共交通機

関の利用を検討しましょう。

●自動車の点検を行い整備不良がないようにしましょう。

燃料は十分か、バッテリーは弱っていないか、ウォッシャー液は十分かどうか注意

しましょう。

●万が一に備え、水や食料、防寒具(防寒服･毛布･使い捨てカイロ)などを携行するよ

うにしましょう。

●携帯電話は充電しておきましょう。予備バッテリーがあるといざというとき困りま

せん。

国土交通省 北陸地方整備局

□雨具・手袋 □タオル・着替え □防寒具(防寒服･毛布･使い捨てカイロ)

□非常用の水・食料 □携帯用ラジオ □懐中電灯

□スコップ □タイヤチェーン □発煙筒

□停止表示板 □牽引ロープ □工具

□ブースターケーブル □滑止用器具･滑止用砂



車から離れない！車から離れない！

救助を求めるときは･･･救助を求めるときは･･･

救助を待つ間は･･･救助を待つ間は･･･

●避難できる場所や救助が確認出来る場所以外

は、不用意に車を離れてはいけません！

●吹雪の中では自分の位置を見失い、遭難する

恐れがあります。

●車道では交通事故に遭遇する恐れもあります。

●ハザードランプを点滅し、停止表示板などを掲げて停止していることを

他車に知らせて下さい。

●警察･消防やロードサービスに電話で救助を求めるときは、出来るだけ

自分の位置をカーナビやロードMAP等で確認し、正確に伝えて下さい。

●排気口が雪に埋まると、車内に排気ガスが逆流して一酸化炭素中毒になり

死に至る危険性があるため、必ず車のエンジンは切りましょう。

●服が濡れている場合は着替える、毛布がある場合は羽織る、温かい飲み

物を口にするなど、あらゆる防寒対策をとりましょう。

●特に夜間で同乗者がいる場合は、交代で睡眠をとり、一人は必ず起きて

いて救助が来ないか確認しましょう。

地吹雪が発生したときの道路
数ｍ先も見えない!!

今どの辺り
だろう･･･?


